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都道府県番号 ４４

都道府県名 大分県

（①□ ②■ ③□）

Ⅰ 学校名及び規模.

蒲江町立蒲江小学校（学力向上フロンティアスクール）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数特殊学級

学級数 １ １ １ １ １ １ ０ ６

児童数 ２３ ２６ １７ ２４ ２５ ２０ ０ １３５ １３

Ⅱ 実践研究の概要（主題（テーマ）及び設定の趣旨）.
・主題（テーマ）

確かな学力が身につく指導のあり方をめざして

・テーマ設定の趣旨

２年間の試行を経て 「総合的な学習の時間」は、子どもたちが主体的に課題を持、

ち、自ら解決していこうとする能力や学び方を身につけるなど「生きる力」を育む学

習として本年度から本格実施されることになった。これまで本校では 「地域に学び、

自分を磨く総合的な学習のあり方」を研究主題として 「生きる力」の育成をめざし、

実践研究を進めてきた。子どもたちは、地域の様々な人たちや文化とのふれ合いを通

して課題をつかみ、生き生きと活動に取り組むことができた。また、職員の体験研修

や先進校視察、情報機器の活用など総合的な学習に関わる取り組みは広がりを見せた

しかし、その中で 「総合的な学習の時間」を支える教科学習の基礎基本的な学力の、

充実の必要性が課題として残された。

本年度より実施される新学習指導要領では、基礎基本の習得が必須となった。これ

までも、子どもたちに基礎基本の学力をつけることは、大きな課題であったが、今回

から学習指導要領の目標そのものが基礎基本の内容と位置づけられ、目標準拠の評価

も求められている。また、基礎基本の力とは、子どもたちが「学ぼうとする力 （興」

味・関心・意欲・態度 「学ぶ力 （思考力・判断力・表現力 「学んで得た力 （知） 」 ） 」

識・理解・技能）の総体であると同時に、その後の学習に活用しえるものであるとと

らえられている。すなわち 「生きる力」をめざして、子どもたちに基礎基本の学力、

をつけることが今回の学習指導要領改訂の主旨であるといえよう。また、この基礎基

本の徹底が「確かな学力」であるととらえることもできる。子どもたちの「生きる力

を育むためには、自らが課題を見つけ主体的に解決する経験を通し、学びの方法や学

ぶことの価値を見出すことが必要である。しかし、そこに至るまでの、子どもたちの

学習活動や考えるための基礎基本となる確かな学力の保障も必要となってくる。

そこで本年度は 「生きる力」を育むための「基礎基本の学力」に目を向け、その、

内容を具体化し、指導法を工夫することにより「確かな学力」を子どもたちに身につ

けさせたいと考え上記主題を設定した。
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Ⅲ 実践研究の内容について.
（ⅰ）研究体制の工夫

算数科において学習を進める上で、最低限の技能を基礎ととらえ、その習熟をは

かることにより児童の学習能力の向上を図るとともに、個に応じた課題を見つけ指

導に生かすこととした。また、ＴＴを導入し、より確かな習熟度の評価を行いなが

ら一人ひとりに対応できる指導体制を探ることとした。

（ⅱ）実践研究の内容

①基礎技能の向上

・日常的な繰り返しによる

（百マス計算～算数科 漢字 音読 読解 暗唱～国語科）

②生活力学習力の向上

③補充的な学習

・系統性のある学習プリントの開発（蒲小プリント）

・蒲小タイムでの個に応じた指導（学級裁量・ＴＴの活用）

②指導方法・指導体制を工夫した検証授業

・外部人材登用 ・情報機器の活用

・課題別グループ学習 ・学習のパターン化

・習熟度に応じた課題プリント ・個に応じた評価法の工夫

・ＴＴの活用

（ⅲ）成果と課題

○成果

・学習のパターン化によってノートの取り方が上手になった。

・ＴＴの役割分担による評価をもとに一人ひとりの習熟状況や考え方の把握

がしやすくなり個別指導に時間がとれるようになった。

・学習意欲が感じられ、授業に対する姿勢がよくなった。

・百マス計算により計算の技能の向上が見られた。

○課題

・百マス計算の実施時間の確保と実施方法の改善。

・より有効的な個に応じた評価の仕方はどうあればよいか。

・蒲小プリントをより効果的に活用するにはどうすればよいか。

・生活力学習力の向上の取り組みの実践化。

・授業仮説を設定し、研究の焦点化を行う必要がある。

（ⅳ）成果の普及方策

地域学校間連絡会にて報告

（ⅴ）その他


